
 - 115 - 

平成２８年６月１５日（水曜日）予算特別委員会 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  古  沢  清  志  委員     ３番  佐  藤  耕  治  委員 

   ４番  渡  邉  賢  一  委員     ５番  伊  藤  正  彦  委員 

   ６番  遠  藤  智 与 子  委員     ７番  太  田  芳  彦  委員 

   ８番  石  山     忠  委員     ９番  阿  部     清  委員 

  １０番  沖  津  一  博  委員    １１番       登 代 子  委員 

  １２番  工  藤  吉  雄  委員    １３番  柏  倉  信  一  委員 

  １４番  木  村  寿 太 郎  委員    １５番  内  藤     明  委員 

  １６番  杉  沼  孝  司  委員 

○欠席委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 長  菅 野 英 行  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

田 宮 信 明  政策企画課長  伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成 
課 長 

宮 川   徹  財 政 課 長     洋 一  商工振興課長 

松 田   仁  
さくらんぼ観光 
課 長  山 田 健 二  学校教育課長 

○事務局職員出席者 

月 光 龍 弘  事 務 局 長  山 田 良 一  局 長 補 佐 

渡 邊 拓 也  総 務 係 長  兼 子 拓 也  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第２号  第２回定例会 

   平成２８年６月１５日（水）   午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第４３号 平成２８年度寒河江市一般会計補正予算（第１号） 

 〃  ２ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃  ３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○石山 忠委員長 おはようございます。 

  ただいまから、予算特別委員会を再開いたし

ます。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○石山 忠委員長 日程第１、議第43号平成28年

度寒河江市一般会計補正予算（第１号）を議題

といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○石山 忠委員長 日程第２、分科会審査の経過

並びに結果報告であります。 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○石山 忠委員長 初めに、総務産業分科会委員

長の報告を求めます。太田総務産業分科会委員

長。 

  〔太田芳彦総務産業分科会委員長 登壇〕 

○太田芳彦総務産業分科会委員長 おはようござ

います。 

  総務産業分科会における審査の経過と結果に

ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は６月９日、委員全員出席し開会い

たしました。 

  分担付託されました案件は、議第43号第１表

中歳入全部、歳出第２款、歳出第５款及び歳出

第７款並びに第２表であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第43号平成28年度寒河江市一般会

計補正予算（第１号）第１表中歳入全部を議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、全会

一致をもって原案を了とすべきものと決しまし

た。 
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  次に、議第43号平成28年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）第１表中歳出第２款を議題

とし、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「田代小学校のたしろ亭と合宿所と

の説明だが、実施設計ということか」の問いが

あり、当局より「田代に関しては２つの柱があ

り、たしろ亭レストランの業務改善と合宿所の

設計に向けた検討の費用に充てる予定です」と

の答弁がありました。 

  委員より、「たしろ亭について、今現在の成

果はどんなものか」との問いがあり、当局より

「昨年度につきましては、数回開催日を決めま

してレストランを開催し、大変好評だったと伺

っています」との答弁がありました。 

  委員より「合宿所の宿泊人数などの規模はど

のくらいか」との問いがあり、当局より「マー

ケティングの観点と地元の実情とうまくすり合

わせて、どのくらいの規模がいいのかを今回検

討したいと思っております」との答弁がありま

した。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とするものと決しました。 

  次に、議第43号平成28年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）第１表中歳出第５款を議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「委託料の内訳等は」との問いがあ

り、当局より「経営者向けセミナーの委託料、

消費税や交通費、宿泊費等合わせて79万3,000

円を計上しました。また、女性管理職向け講座

については２回開催、それぞれ２名で４名分の

委託料と交通費、宿泊費と合わせて202万7,200

円を計上しました」との答弁がありました。 

  委員より「この女性活躍政策の広報関係です

が、募集するときの手法、手段等は決まってい

るのか」との問いがあり、当局より「市報での

広報やチラシ、ポスターを作成して広報しなが

ら進めていきたいと考えております」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、議第43号平成28年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）第１表中歳出第７款を議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、全会

一致をもって原案を了とすべきものと決しまし

た。 

  次に、議第43号平成28年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）第２表を議題とし、当局の

説明を求め、質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案を了とすべきものと決しました。 

  以上で、総務産業分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○石山 忠委員長 次に、厚生文教分科会委員長

の報告を求めます。遠藤厚生文教分科会委員長。 

  〔遠藤智与子厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○遠藤智与子厚生文教分科会委員長 厚生文教分

科会委員長報告をいたします。 

  厚生文教分科会における審査の経過と結果に

ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は６月９日、委員全員出席し開会い

たしました。 

  分担付託されました案件は、議第43号平成28

年度寒河江市一般会計補正予算（第１号）第１

表中歳出第10款であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  議第43号平成28年度寒河江市一般会計補正予

算（第１号）第１表中歳出第10款を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「陵南中学校の床の落ち込みに係る
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復旧工事については、随契、入札のどちらか」

との問いがあり、当局より「競争入札です」と

の答弁がありました。 

  委員より「床の落ち込みは１階の部分の１教

室だけか」との問いがあり、当局より「普通教

室が７つ、特別支援教室、理科室、生徒会室が

１つずつの全部で10教室です」との答弁があり

ました。 

  委員より、「10教室とも床の落ち込みが見ら

れたのは、壁際ではなく真ん中だけなのか」と

の問いがあり、当局より「教室の周りのところ

は基礎が安定地層までくいが入っているので沈

下していません。中央部分の地盤が沈下し、空

洞ができてしまったということです」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  以上で、厚生文教分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○石山 忠委員長 日程第３、質疑・討論・採決

であります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第43号平成28年度寒河江市一般会

計補正予算（第１号）を採決いたします。 

  本案に対する各分科会委員長の報告は、いず

れも原案を了とするものであります。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第43号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

   閉    会    午前９時４１分 

 

○石山 忠委員長 以上をもって予算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

予算特別委員会委員長 石  山   忠 

 


